
消防士採用後に関する

キャリアガイド



未来の消防士へ

消防士の仕事は、決して楽なものではありません
しかし、そこには確かな「やりがい」があります

採用試験合格後から
入庁後の生活、将来のキャリア形成への
疑問にお答えします

採用試験

合格後
消防学校 勤務体制 職場環境 プライベート



Q. 採用決定から現場へ配属されるまでの流れは？
消防学校はどんなところですか？厳しい訓練だけですか？

採用決定後の４月から半年間
石川県消防学校で寮生活（土日を除く）をします
県内各市町の新たな消防士が集い、
基礎知識の習得・訓練に励む期間です

座学（法令・災害・火災予防など）や実科（消火・救急・救助など）を学びます
厳しい規律や体力錬成もあります

現場で命を守り、公務員としての意識を確立する「人生の財産」となる期間です
消防学校卒業後、各消防署へ配属され、消防署の一員として業務が始まります



Q. 初めての配属先では、どのような部署に配属されますか？

「消防隊」として
 災害現場の最前線で活動する部署に配属されます

理由
・全ての消防業務の基礎となる「現場対応力」を養う
・「24時間勤務」の経験を積む

数年間の経験後、本人の希望や適性に応じて救急や予防などの専門部署へ配属されます



Q. 24時間勤務（隔日勤務）にはすぐ慣れますか？

隔日勤務
勤務サイクル

8：30
業務開始

翌日8：30
業務終了

出勤時間
訓練
機器の点検整備
体力錬成
火災予防業務
事務処理など

非番

慣れるまでに個人差はありますが
基本のサイクルが決まっています
（当務＞非番＞当務＞非番＞当務＞非番＞週休＞週休）

業務では災害現場でスムーズな活動を行うために
訓練や体力錬成、火災予防業務などを行っています

夜間には交替で通信勤務を行います
仮眠時間はありますがいつ出動がかかるか分かりません

非番日に質の高い休息を取ることが重要です

平日勤務の職員もいます



Q. 消防士の仕事で、最も大切にすべきことは何ですか？

決して一人では行動しないこと

災害現場は一刻を争いますが、いかなる状況でもチームで協力し、
冷静に判断することが安全確実な消防活動への鍵です



ベッド 洗面台 風呂トイレ 洗濯機

Q. 女性職員のための専用設備は整備されていますか？

安心して勤務できる環境を整えています
女性職員の増加に伴い、専用仮眠室等の設備は、プライバシーに配慮し整備が進んでいます

令和７年度現在 11名の女性職員が在籍しています



Q. 消防の仕事は体力的にも精神的にもハードだと思いますが
メンタルヘルスケアのサポート体制はありますか？

過酷な現場に遭遇することもあるため
心の相談窓口の設置や
メンタルヘルス研修など
組織的なサポートを行っています

一人で悩みを抱え込むことはありません



Q. 体力に自信がなくても、採用後ついていけますか？

Q. 長期的な支援（育休など）はありますか？

訓練を通じて必要な知識・体力・技術が身につきます
特別なアスリートである必要はありません

公務員として、
育児休暇や介護休暇などの福利厚生制度が充実しています



Q. 休日の過ごし方に制限はありますか？

Q. 勤務中の食事事情は？

基本的にはありません
しかし、大規模災害時など非常招集の可能性があります

24時間勤務の場合
昼夜２食分のお弁当を持参する必要があります
各消防署には調理器具も用意されています



私たちと共に
地域を守る「仲間」となる日を待っています
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